
6.3　リンクアグリゲーション
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2つのスイッチSW1とSW2を2本のギガビットイーサネットのリンク（1Gbps）
で接続しています。それぞれのスイッチでリンクアグリゲーションの設定を行うこ
とで、仮想的なポートを作成して2つの1Gbpsのポートをグループ化します。リン
クアグリゲーションによる仮想的なポートは、「ポートチャネル」や「アグリゲイテ
ィッドイーサネットポート」などと呼ばれることがあります。
リンクアグリゲーションによって、実質的にSW1とSW2は、2Gbpsの1つのリ
ンクで接続されているかのように扱うことができます。スパニングツリーの計算は、
仮想的なポートを基にして行います。1つのリンク扱いなので、ループ構成ではあ
りません。そのため、スイッチ内部の仮想的なポートはスパニングツリーによって
ブロックされることはありません。仮想的なポートのグループである物理的なポー
トもスパニングツリーでブロックされずに、2つのリンクを使ってイーサネットフ
レームの転送が可能になります。また、物理的なポートの1つがダウンしても仮想
的なポートはダウンしないので、スパニングツリーの再計算も発生しません。
リンクアグリゲーションは、片方のスイッチだけで設定しても意味がありません。
複数のリンクで接続している両方のスイッチで正しく設定しなければいけません。
そこで、スイッチ間でリンクアグリゲーションのネゴシエーションを行うためのプ
ロトコルとして、LACP（Link Aggregation Control Protocol）があります。LACPは、
IEEE 802.3adとして標準化されています。LACPによって対向のスイッチ間でネゴシ
エーションを行うことで、リンクアグリゲーションを正常に機能させることができ
ます。なお、リンクアグリゲーションによって、いくつのリンクを1つに束ねられ
るかは利用する機器によって異なります。リンクアグリゲーションの利用を検討す
る際には、機器の仕様を確認しておくことも必要です。

リンクアグリゲーションでのイーサネットフレームの転送
リンクアグリゲーションによって複数のリンクを1つにまとめた場合のイーサネ

ットフレームの転送について考えましょう。注意しなければいけないのは、フレー
ム1つひとつの転送で利用するリンクを振り分けるのではないということです。転
送するイーサネットフレームのアドレス情報を基にして、利用するリンクを振り分
けます。同じアドレス情報のイーサネットフレームは、同じリンクを通じて転送さ
れることになります。




